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Meeting Pot:
アンビエント表示によるコミュニケーション支援
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1. はじめに

コンピュータやそれに付随するネットワーク技術
で連携する現代のオフィス環境は、仕事を達成するの
にきわめて効率化されたものとなっている。しかしな
がら効率化された環境からだけでは、新たなアイデア
や新しいスタイルの仕事が生み出されるわけではな
い。特にパーティションや個室で隔離されたオフィス
では、人と人とのインフォーマルなコミュニケーショ
ンが重要になる。我々は通常このコミュニケーション
を行う場として、無意識的にではあるが、プリンタや
ファックスなどの共有什器、自販機、お茶を飲むス
ペースなどを利用している。
そこで本研究では、電話やコンピュータネット

ワークでは達成することのできないコミュニケーショ
ンを実現するために、お茶のみスペース利用の活動に
注目し、個人が隔離されたオフィスで働く人々の対話
を積極的に支援する設計を行った。

2. Meeting Pot システム

お茶のみスペースに人が集いつつある状況を、個
室オフィスにいる同僚に伝達するシステム、Meeting
Potを試作した。これにより、個室のオフィスワーカー
が、お茶のみスペースに出かけてコミュニケーション
するきっかけを作ることができる。
お茶のためにオープンスペースに人が集まってい

る状況を検出するためには、画像、音声、振動、赤外
線センサーなどの利用が考えられる。しかし、お茶以
外の目的で集まっている状況と識別することが困難で
あることや、画像や音声情報を収集することによりプ
ライバシーが侵害される可能性がある。そこで、オー
プンスペースに設置したコーヒーメーカーの稼働状態
をモニターすることで、お茶の集まりを検出すること

にした。一人暮らし高齢者家庭などの電気ポットの稼
働状況をネットワーク上で確認するサービスでも、
ポットを利用する能動的な行為により発信を行うこと
で、プライバシーの問題を回避できるとしている[1]。
図1に稼働状態を発信するよう改造したコーヒー

メーカーを示す。コーヒーを入れるために加熱用ヒー
ターに通電すると、無線発信ユニットからの微弱電波
によってその状況が伝達される。
お茶のみスペースに人が集いつつあるという情報

は、インフォーマルなコミュニケーションを活性化す
るためには重要であるが、オフィスの日常業務の中で
は優先度の低い情報である。そこで、コーヒーメー
カーの稼働情報は、個室のオフィスワーカーに対し
て、コーヒーの香りを使ってアンビエントに表示する
ことにした。我々はコンピュータ画面のようなフォア
グラウンドの情報の他に、環境の照明、音、風、臭い
などの認知の閾にあるアンビエントな情報に囲まれて
いる。アンビエントな表示を利用することで、フォア
グラウンドへの集中のじゃまをしない情報提示が可能
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図1. 発信器付きコーヒーメーカー。コーヒーが抽出
される状況を、無線発信器により伝達する。



2

図２. コーヒーアロマ発生器。コーヒーメーカーから
の信号を受けて、コーヒーの芳香を提示する。
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である[2]。
図2に本研究で試作したコーヒーアロマ発生器を

示す。無線ユニットの信号を受信すると、中央のファ
ンが回転し、上方に設置したフリーズドライインスタ
ントコーヒー粉からコーヒーの香りを放出させる。上
部放出穴には弁の役割をはたす蓋を付け、非稼働時に
香りを出さないようにしている。挽いたコーヒー豆を
使うと、インスタントコーヒー粉よりリアルで強い香
りを放つが、数日で変質する。これに対して、インス
タントコーヒー粉は1ヶ月以上にわたって香りが持続
するので、メンテナンスが容易である。
試作したMeeting Pot システムは、コーヒーメー

カーでコーヒーを入れると、その香りを遠くへ伝達す
る装置となった。コーヒーの香りを使った状況表示
は、お茶会が始まりつつあることを、自然に直感的に
伝えることができる。本システムでは、実際にコー
ヒーの香りを検出しているのではなく、コーヒーメー
カーのヒーターの稼働状況を検出して伝達している。
しかし、実際にはヒーター加熱後数秒でコーヒー抽出
が始まり、一方でコーヒーアロマ発生器から十分な芳
香が放出されるにも同程度の遅延があるため、ほぼ正
確に、遅延無く香りを伝えることができた。

3. 関連研究

ambientRoom [2] では、オープンスペースに集まっ
た人を検出して、その活動を光点として壁にアンビエ
ントに表示する仕組みが作られた。本研究では、香り

を使った表示を試みている。また、オープンスペース
に集まった人々の情報を、コミュニケーションのきっ
かけにする可能性を追求している。
ネットワークやサイバースペースでの臨場感を達

成する目的で、アロマディスプレイの研究が進められ
ている（たとえば[3]）。これらの研究では、香りをフォ
アグラウンド表示に使っているのに対して、本研究で
はアンビエントな表示として使っている。

4. まとめと今後の予定

オフィスでのインフォーマルなコミュニケーショ
ンを活性化する目的で、稼働状況発信機能を持つコー
ヒーメーカーと、この信号を受信してコーヒーの香り
を発生するコーヒーアロマ発生器を試作した。
今後、本研究で試作したMeeting Pot システムを、

個室が一般的な大学研究室環境に設置して評価実験を
行うことを予定している。手順は以下の通り。
・無線機能を付けたコーヒーメーカを公立はこだて未
来大学のミーティングルームに設置する。

・被験者として10名の教官を募り、5名のオフィスに
はコーヒーアロマ発生器を設置する。

・無線コーヒーメーカのスイッチが入るとその情報に
より電子メールを発信するサーバを設置する。

・その無線情報から、5名にはアロマ発生器から香り
を、残りの5名には電子メールによる告知を行う。
これらにより、電子メールによるフォアグランド

の告知と、アロマ発生器によるアンビエントな告知と
いう、告知方法の違いによる人間の活動の変化の比較
を検討している。
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